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○お問い合わせ　
　長寿介護課企画庶務係　
　☎22‒7453

５月は消費者月間

　悪質商法の手口は、ますます複雑かつ巧妙なものになっており、ト
ラブルになることが多くなっています。今月号では、相談が多く寄せ
られたものや、被害に遭わない対策などを紹介します。

要らないものを勧められたら、あいまい
な返事はせず、きっぱりと断りましょう。

契約を急かされてもその場で契約せず、
家族や友人に相談しましょう。

うまい話やもうけ話、理解できない話に
は乗らないようにしましょう。

商品・サービスの内容や価格について、
他社のものと比較検討してみましょう。

怪しい電話や訪問があったら、すぐに消
費生活センターや警察に連絡しましょう。

家族や身近な人と注意し合い、地域ぐる
みで被害に遭わないようにしましょう。

●市消費生活センター
▶相談ダイヤル　☎22－0999　　
▶受付時間　月～金曜日（年末年始、祝日を
　除く）　９時～16時
●県消費生活センター
▶相談ダイヤル　☎024－521－0999　　
▶受付時間　月～金曜日（年末年始、祝日を
　除く）　９時～18時30分

相談窓口・相談ダイヤル

▶とき　５月25日㈪　13時30分～15時30分
▶ところ　生涯学習プラザ
▶定員　50人(応募多数の場合は抽選)
▶演題／講師　人生100年生きがいのある生
　活のために／田崎由子（県金融広報委員会
　金融広報アドバイザー）
▶申込方法／申込期限　市消費生活センター
　に電話（☎22-7021）で／５月19日㈫

消費者月間記念講演

なりすまし詐欺の被害が増えていま
す！

遠隔操作によるプロバイダー(※)変
更勧誘トラブル

被害に遭わないための心得
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【手口】電話を利用して、息子や孫などを
名乗り、いろいろな理由で、現金をだまし
取る。
【対策】「電話番号が変わった」「風邪を
ひいて声が変わった」「医療費の還付金が
ある」「友人の連帯保証人になった」など
の理由で、郵便での送金や
現金自動預払機（ATM）
での振り込み・操作を要求
されたら、詐欺と思って、
すぐに警察などへ連絡して
ください。

【相談事例】電話で利用料が安くなると言
われてプロバイダー変更を勧誘され、よく
分からないまま自分のパソコンを遠隔操作
され、プロバイダーを勝手に変更されてし
まった。
※プロバイダー…インターネット接続業者
　のこと。
【対策】サービス内容や、
現在の利用料よりも何が
いくら安くなるのかを
しっかりと確認し、契約
の際には書面の交付を求
めましょう。

　
市
は
、
失
業
・
介
護
・
病
気

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
方
の
、
早

期
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め

「
市
生
活
・
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
、
四
月
に
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
の
内
郷
・

好
間
・
三
和
地
区
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

○
支
援
の
特
徴

・
生
活
と
就
労
に
関
す
る
専
門

　
の
支
援
員
が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

　
プ
型
の
相
談
窓
口
で
生
活
安

　
定
や
就
労
促
進
を
支
援

・
訪
問
支
援
な
ど
も
行
い
、
生

　
活
保
護
に
至
る
前
に
早
期
に

　
支
援

・
相
談
者
と
一
緒
に
自
立
に
向

　
け
た
支
援
計
画
を
策
定
し
、

　
計
画
的
に
支
援

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
地
区
保
健

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
関
係

　
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
体
制

　
に
よ
る
チ
ー
ム
支
援

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
相
談
さ
れ
る
方
の
悩
み
に
寄

り
添
い
、
一
人
一
人
の
状
況
に

応
じ
て
支
援
を
行
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

広報いわき　27. 5　6

○
お
問
い
合
わ
せ

　生
活
・
就
労
支
援

　セ
ン
タ
ー

　☎
27
・
8
5
6
5

市
生
活
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

〜
皆
さ
ん
の
自
立
し
た
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
〜

県立医科大学との寄附講座に関する協定を締結

　３月30日、市と総合磐城共立病院および県立医科大学
の三者で、寄附講座「地域整形外科支援講座」に関する
協定を締結をしました。同協定に基づき、本年４月から
５年間、同大学内に寄附講座が設置されるとともに、同
大学の医師３人が総合磐城共立病院に派遣されます。
　同講座では、
本市の外傷医療
の状況把握や分
析などを行い、
必要な整形外科
四肢外傷医師の
確保や治療体制
の改善を図って
いきます。

地域医療対策室　☎22-7510

左から平病院事業管理者、同大学の菊地理事
長、清水市長

１人で悩まずに、まずはご相談ください

例えばこんなことで
困っていませんか？

　　　　　　　　　　　
○家計の状況で悩んでいる
○一時的に生活に必要な資
　金を借りたい
○借金の返済が大変だ

○家庭のことで相談したい
○社会参加したいが、どう
　すれば良いのか分からな
　い
○周囲に頼る人がいない

　　　　　　　　　　　
○心の病気で働けなくなった
○重い病気になってし
　まった
○入院費用の支払いな
　ど、将来が不安だ

○理由もなく解雇された
○働く意欲があるけれど、
　自信がない
○仕事が続かない
○就職活動は何から始めれば良いのか分
　からない

仕事のこと

生活のこと

お金のこと

健康のこと


